
『曲面とベクトル解析』

第１版第１刷，正誤表

(日評ベーシック・シリーズ)

小林　真平

2022年 11月 10日

ページ 訂正前 訂正後

p.30の定理 2.8とその証明
3-4行目，9-10行目, 14-15行目,

合計 3箇所の定数 c1, c2
c1 と c2 はすべて cに直す.

p.30 定理 2.8の 5行目 cj c

p.74 図 4.10 の注釈
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p.85 例題 5.3 (1)
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)
p.85 例題 5.3 (2)
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)
p.94 定義 5.14 区分的に滑らかな正則曲線 区分的に正則な曲線

p.98 例題 5.20の解の 2行目 v̂ = Q
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p.99 定義 5.22 曲面 S が向きづけられているとし， 曲面 S が向き付け可能とし，

p.103 例題 5.25の解の下から 3行目 左辺
∫∫

D

⟨rotv,n⟩dS
∫∫

S

⟨rotv,n⟩dS

p.103 例題 5.25の解の下から 3行目 右辺
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p.104 上から 3行目 D の定義の uの範囲 0 ≦ u ≦ 2π 0 ≦ u ≦ π

p.107 下から 9行目の左辺の項の被積分関数
∂vx
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p.108 下から 8行目
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× ∂p

∂v
= n ±∂p
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p.115 上から 3行目と 5行目の 2箇所 f(a)および f(b) f(p(a))および f(p(b))

p.164 補題 9.3の 1行目 ρ, φ : D → E φ : D → E, ρ : F → D

p.164 補題 9.3の (9.2)の 2番目の式　左辺 (ρ ◦ φ)∗ω = ρ∗(φ∗ω) (φ ◦ ρ)∗ω = ρ∗(φ∗ω)

p.184 下から 3行目の右辺 (e1 e2)
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